2021年2.11集会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     11/2/2021
植民地主義を問い直す                                                  　木畑洋一
1 最近の世界から
1) Black Lives Matter（BLM：黒人の命を守れ）とその余波
オーストラリア国歌歌詞の変更（2021年1月1日）
　Australians all let us rejoice, for we are young and free ⇒ for we are one and free

←BLM：米国での人種主義（とくに制度的人種主義）批判
日本での人種差別・人種主義の指摘
さまざまなヘイトスピーチ、日本での人種差別をめぐるナイキの広告（2020年12月）
2）この像をどうする？
ベルリンに「平和の少女像」（慰安婦像）設置（2020年9月）→撤去決定→撤去保留へ
一方、撤去された像
セシル・ローズ像（南部アフリカでのイギリスの植民地拡大の担い手）：ケープタウン大学（南ア）、オクスフォード大学（英）など
エドワード・コルストン像（奴隷貿易商人）：ブリストル（英）
ロバート・リー将軍像（米国の南北戦争での南軍司令官）：ヴァージニア州（米）
3）過去の行為の謝罪・補償を求める運動・訴訟
　　元慰安婦への賠償を日本政府に命じるソウル中央地裁判決（2021年1月）
　　元徴用工への賠償を日本企業に命じる韓国大法院判決（2018年10月）
　　世界では
ヘレロ人虐殺（西アフリカ、1904-08年、ドイツによる）をめぐって（後述）
　 　「マウマウ」団弾圧（ケニア、1950年代、イギリスによる）をめぐって（後述）
４）新型コロナウィルス禍のなかの世界
　　ワクチン供給をめぐる格差（ワクチンデバイド）についてのWHO警告（2021年1月）
　　　イスラエルでのワクチン接種進展とガザ地区の苦境
これらから浮かんでくるもの⇒現在の世界に影を落とす過去の植民地支配、そして現在もつづく植民地主義
2 近現代世界と植民地支配・植民地主義
1） 植民地とは何か？植民地主義とは何か？
植民地colonyとは
1 人が生地から移住（植民）していく地理的に離れた地域
2 侵略・征服の結果他国（宗主国）に支配されるようになった地域
古代から①→16世紀以降：原料供給地、販売市場、軍事的支配圏として②
植民地主義colonialismとは
植民地における支配・被支配の関係を特徴づける考え方や政策
2) 帝国主義の時代：19世紀後半～20世紀初頭
植民地支配が拡がり、世界が支配する国と支配される国・地域に大きく分かれる
･･･帝国主義世界体制
3）20世紀・21世紀の世界
～第1次世界大戦：帝国主義世界体制の確立･･･植民地主義の拡がり
第1次世界大戦～第2次世界大戦：帝国主義世界体制の動揺・再編成･･･植民地主義の揺らぎ
第2次世界大戦後～1990年代初め：帝国主義世界体制の解体（脱植民地化）･･･植民地主義の否定、ただし残存
1990年代初め～現在：帝国主義世界体制後の世界･･･グローバル化のなかで植民地主義の浮上
3 植民地支配と植民地主義
1） 政治的主権の剥奪
宗主国の代表（総督など）による統治←→植民地人の政治的権利の制限
戦争への参加・協力の宗主国による強制：「帝国の総力戦」としての両世界大戦
　慰安婦、徴用工を生む構造的背景
2） 経済的発展の制限
宗主国の利益を第一義とする経済構造の創出、支配・被支配間の格差の固定
植民地自体の経済発展を志向する政策の欠如
　←→例外として、日本の植民地支配？･･･「植民地近代化論」
←→工業化の事実はあるが、あくまで日本・日本人のためのもの（ただしNIEｓ化の前提？）
3）文化的主体性の抑圧
植民地人の文化・伝統の軽視←→宗主国の「すぐれた文化」･･･「文明化の使命」
宗主国の言語の押しつけ
「植民地化された人びとの精神世界の支配にとって決定的」（グギ・ワ・ジオンゴ）
4）人種的・民族的差別：上の1）～3）の底流に存在する要因
集団として異なる人間の間での優劣感覚を伴う差異の意識は歴史上に偏在
⇒近代の植民地主義のもとで体系だった形を取り支配・被支配関係と結合･･･人種主義
発展能力が異なる「すぐれた」人種と「劣った」人種･･･前者による後者の支配
　　日本の植民地支配：「隠された人種主義」
　たてまえ：類似の人種・民族間の関係（「同文同種」「日鮮同祖」）
　実態：人種主義的差別意識の拡がり
5）植民地支配に付随するさまざまな暴力：上の1)～3)を支える要因
6) 脱植民地化decolonization
   狭義には植民地の政治的独立、しかし、独立後も経済的・文化的自立の課題は残る
4　今「植民地主義を問い直す」とは
1）21世紀の世界：脱植民地化期を経過し、帝国主義世界体制が解体した世界
　　ただし、脱植民地化は未完
植民地（的）支配が現存する地域が依然として存在
イスラエルとパレスティナ
モロッコと西サハラ（2020年12月、米国、西サハラへのモロッコの主権承認）
中国とウィグル、ティベット
　　とはいえ、植民地支配、それを支える植民地主義は、国際的に完全に否認される
　⇐⇒にもかかわらず、植民地主義の強固な存在
2）植民地主義告発の動き
ダーバン会議（2001年）の意味
国連主催：「人種主義、人種差別、排外主義、および関連する不寛容に反対する世界会議」…奴隷貿易や奴隷制にはじまって、植民地主義の罪と責任を論議
　　日本代表（外務政務次官）：同和地区、アイヌ、在日朝鮮人への差別的態度に言及
3）植民地（支配）責任論
植民地支配のもとでなされた「植民地犯罪」をめぐる法的責任の追及
･･･植民地支配をした国のいずれにおいてもそれは不十分
a） ヘレロ人虐殺（西南アフリカ、1904-08年、ドイツによる）をめぐって
南アフリカによる支配を経てナミビア1990年独立→独立頃から補償要求運動→ドイツ政府は開発援助に問題すりかえ→被害地域への開発援助、しかし補償は未実現、正式の謝罪もなし→2017年ドイツ政府からの補償を求める訴訟を米国で開始→2019年3月敗訴
b） 「マウマウ」団弾圧（ケニア、1950年代、イギリスによる）をめぐって
ケニア1963年独立：独立過程での「マウマウ団」弾圧（拷問など含む）をめぐる訴訟（2002年から準備、2009年開始）→2013年イギリス政府、被害者に補償金支払い、しかし正式の謝罪なし
ｃ）慰安婦問題、徴用工問題
4）問われる歴史認識
植民地主義に向き合うに際して、支配された側と支配した側での歴史認識の不均衡
⇒「植民地主義を問い直す」不断の努力の必要性
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